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　『
志
野
殿
被
仰
聞
書
』
は
、
戦
前
に
表
題
が
紹
介
さ
れ
た
の
み
で
、
内
容
が
不
明
な
茶
書
で
あ
っ
た
。
底
本
は
、
竹
幽
文
庫
所
蔵
無
題
茶
書
で
あ
り
、
内
容
は
古
田
織
部
の

伝
を
再
編
し
た
『
煎
茶
礼
要
集
』（
正
保
二
年
）
と
、
永
禄
期
の
茶
書
と
思
わ
れ
る
『
志
野
殿
被
仰
聞
書
』
か
ら
な
る
。
こ
こ
に
翻
刻
す
る
後
者
は
、
志
野
流
三
代
志
野
省
巴

（
又
は
二
代
宗
温
）
か
ら
の
聞
き
書
き
と
、
不
住
庵
梅
雪
、
進
藤
山
城
守
な
ど
の
伝
の
相
違
を
記
す
九
箇
条
、
さ
ら
に
物
置
・
茶
通
・
茶
筅
置
を
用
い
た
点
前
を
詳
述
す
る
長

大
な
一
箇
条
か
ら
な
る
。
京
の
茶
人
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
利
休
以
前
の
茶
書
と
し
て
、
小
編
で
は
あ
る
が
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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戦
前
の
茶
道
研
究
史
に
お
い
て
、
創
元
社
版
『
茶
道
（
全
集
）』
の
意
義
は
大
き
い
物

が
あ
っ
た
。
様
々
な
茶
書
の
解
題
が
纏
ま
っ
て
与
え
ら
れ
、
か
な
り
の
翻
刻
も
提
供
さ

れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
解
題
か
ら
重
要
な
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
な
が
ら
、
第
二
次
世
界

大
戦
を
経
て
見
い
だ
せ
な
く
な
っ
た
茶
書
も
多
い
。
こ
こ
に
翻
刻
し
た
『
志
野
殿
被
仰

聞
書
』（
竹
幽
文
庫
蔵
）
も
そ
の
よ
う
な
一
本
で
あ
り
、
管
見
す
る
限
り
孤
本
で
あ
る
。

　
本
写
本
は
、
前
半
の
織
部
伝
書
『
煎
茶
礼
要
集
』（
正
保
二
年
成
立
）
と
、
そ
の
奥
書

の
後
に
孤
立
し
た
四
条
、
そ
し
て
『
志
野
殿
被
仰
聞
書
』
と
な
る
。
最
後
の
遊
紙
に
相

当
す
る
第
三
十
六
丁
は
、
書
き
損
じ
の
紙
と
思
わ
れ
、「
堺
宗
久
ニ
ア
リ
　
／
　
一 

宗

達
」
と
の
み
あ
る
。
こ
れ
は
、『
山
上
宗
二
記
』
の
織
部
改
修
本
（
文
禄
三
年
）
の
一
部

分
で
あ
ろ
う
。
江
戸
後
期
の
写
本
で
あ
ろ
う
か
。
楮
紙
冊
子
三
十
六
丁
、274x193

㎜
。

毎
半
丁
十
一
行
書
。
表
紙
左
に
、
題
箋
剥
が
れ
跡
（182x39

㎜
）
が
あ
る
。

　『
茶
道
（
全
集
）』
第
十
巻
、「
茶
書
略
解
」（
吉
田
堯
文
、
末
宗
廣
）
七
〇
二
頁
で
は
、

次
の
様
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
通
用
の
漢
字
に
改
め
る
）。

「
　
　
煎
茶
礼
要
集

　
和
装
、
清
帳
版
、
鳥
の
子
紙
、
筆
写
本
。『
珠
光
一
紙
目
録
並
織
部
加
筆
』（
其
項
参

照
）
と
乾
坤
二
冊
と
な
つ
て
居
る
。
目
次
本
文
計
四
十
枚
。
正
保
乙
酉
年
、
昌
堯
な
る

者
に
よ
り
筆
写
せ
ら
る
。

　
そ
の
後
に

　
　
右
条
々
守
岡
閑
栖
老
自
二

織
部
殿
一

直
伝
之
由
候
而
此
書
物
ヲ
会
津
分
散

　
　
之
後
於
二

大
坂
長
堀
一

被
書
立
候
也
口
書
ハ
拙
僧
仕
候
故
写
取
也
併
聚
類

　
　
事
後
予
私
ニ
分
テ
書
也
正
保
乙
酉
歳
中
ニ
出
来
仕
候
也
。

と
、
本
書
の
由
来
を
記
し
更
に
「
志
野
宗
信
聞
書
」
と
云
ふ
も
の
を
四
枚
書
き
足
し
て
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あ
る
。

  
筆
者
昌
堯
は
大
阪
辺
の
僧
ら
し
け
れ
ど
伝
記
等
全
く
不
明
。
尚
ほ
書
名
「
煎
茶
礼
要

集
」
と
あ
れ
ど
無
論
所
謂
煎
茶
道
で
は
な
く
抹
茶
の
方
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
原
書

は
古
田
織
部
の
口
述
を
守
岡
閑
栖
が
書
き
綴
つ
た
も
の
で
あ
る
。
　
」

　
こ
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
解
題
さ
れ
た
本
は
本
底
本
と
全
く
同
系
の
も
の
で
あ
る
。
内
容

的
に
不
適
切
な
「
志
野
宗
信
聞
書
」
と
い
う
表
題
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
書
き

込
み
を
取
り
込
ん
だ
も
の
と
し
て
、
底
本
よ
り
純
度
は
下
が
る
。
し
か
し
、
解
題
者
が
意

を
と
っ
て
記
載
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
底
本
は
『
珠
光
一
紙
目
録
並
織
部
加
筆
』

（『
山
上
宗
二
記
』
織
部
改
修
本
）
の
一
冊
を
逸
す
る
。
ま
た
、
昌
堯
と
い
う
名
は
本
底
本

の
内
に
は
見
え
な
い
。

　『
志
野
殿
被
仰
聞
書
』
の
表
題
で
は
、
後
補
で
あ
ろ
う
が
線
を
出
し
て
「
宗
信
」
と
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
志
野
宗
信
、
同
宗
温
よ
り
も
、
時
代
的
に
省
巴

が
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
。
志
野
不
寒
斎
省
巴
（
文
亀
二
―
元
亀
二
、1502-71

）
は
、
志

野
流
香
道
三
代
で
あ
り
、
紹
鴎
（
文
亀
二
―
弘
治
元
、1502-55
）
と
同
年
齢
で
あ
る
。『
銘

香
名
寄
』
な
ど
の
香
伝
書
が
知
ら
れ
る
。
特
に
、
美
濃
の
稲
葉
美
濃
守
良
通(

永
正
十
二

―
天
正
十
二
、1515-84)

、
即
ち
、
土
岐
家
の
後
は
斎
藤
道
三
（
明
応
三
？
―
弘
治
二
、

1494?-1556

）・
信
長
に
従
っ
た
稲
葉
一
鉄
と
は
茶
香
伝
書
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
と
さ

れ
、そ
の
良
通
に
伝
授
し
た
香
伝
書
は
近
代
ま
で
稲
葉
家
に
残
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、

永
禄
元
年(1558)

九
月
廿
一
日
付
で
稲
葉
右
京
亮
良
通
か
ら
志
野
不
寒
斎
宛
の『
数
寄
厳

之
図
』（
国
会
図
書
館
蔵
）
が
知
ら
れ
て
い
る
（
宮
本
義
巳
「
戦
国
大
名
斎
藤
氏
と
茶
の

湯
」、『
茶
湯
』
十
五
号
、
木
芽
文
庫
、
昭
和
五
十
四
年
）。
さ
ら
に
、
香
書
で
知
ら
れ
る

池
三
位
丸
の
記
録
し
た
『
省
巴
物
語
』
な
る
書
も
あ
る
。
志
野
流
香
道
の
初
代
、
志
野
宗

信
に
つ
い
て
の
歴
史
学
的
資
料
は
未
だ
知
る
と
こ
ろ
が
無
い
。土
倉
で
納
銭
方
を
勤
め
た

志
野
家
は
実
在
し
、
そ
の
家
ま
た
は
一
族
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
天
正
期
の
伝
承
か
ら
も
理

解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
天
文
期
の
伝
承
で
は
、
天
目
台
の
名
物
七
つ
台
の
当
初
の
所
有
者
と

し
て
、
珠
光
と
と
も
に
志
野
の
名
も
見
え
る
。
志
野
丸
壺
・
志
野
鶴
首
・
志
野
茶
碗
（
紹

む
ら
さ
き
の

鴎
所
持
唐
物
）
な
ど
に
も
名
が
残
る
。
但
し
後
世
に
は
、
紫
野
の
道
甘
（
僧
侶
か
つ
医
者
）

と
志
野
は
混
乱
が
多
く
注
意
を
要
す
る
。宗
温
は
茶
湯
で
も
著
名
で
あ
り
、そ
の
香
棚
は
、

紹
鴎
袋
棚
の
原
形
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
本
書
に
は
志
野
省
巴
以
外
に
、
梅
雪
、
山
城
殿
（「
進
藤
」
と
付
記
）、
中
将
坊
の
名
が

現
れ
、
そ
の
茶
の
湯
の
伝
の
内
容
を
比
較
し
て
い
る
。「
聞
き
書
き
」
を
行
っ
た
の
が
誰

で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
京
の
茶
人
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
解
題
末
尾

の
「
人
物
相
関
図
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　「
梅
雪
」
は
、
能
登
の
丸
山
梅
雪
と
京
の
不
住
庵
梅
雪(-1579?)

が
あ
り
う
る
が
、
時

代
的
に
後
者
で
あ
ろ
う
。天
正
元
年(1573)

十
一
月
二
十
三
日
の
信
長
の
妙
覚
寺
茶
会
で

は
、「
御
茶
堂
、
梅
雪
仕
候
也
」
と
さ
れ
る
。
そ
れ
以
前
に
は
足
利
義
輝
（
永
禄
八
年 1565

没
）
に
仕
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。
名
物
道
具
と
し
て
、
常
珎
茄
子
・
芋
頭
水
指
・
高
麗
茶

碗
・
香
炉
・
印
台
・
そ
ろ
り
、
な
ど
を
所
持
し
た
。
し
か
し
、
堺
茶
湯
の
立
場
か
ら
書
か

れ
た
『
山
上
宗
二
記
』
に
お
い
て
は
、「
非
作
な
ら
ば
、
若
狭
屋
宗
可
・
梅
雪
同
前
に
て

果
つ
べ
し
」「
我
茶
湯
を
取
乱
し
て
天
下
へ
出
て
、
坊
主
顔
す
る
も
の
は
、
梅
雪
同
前
也
」

と
罵
倒
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
伝
書
『
不
住
庵
数
奇
屋
飾
之
制
』（
天
正
五
年
二
月
五
日
付

針
屋
友
松
老
宛
）、『
茶
湯
之
書
次
第
不
同
』（
同
六
年
七
月
十
六
日
付
同
宛
）
に
お
い
て

は
、「
珠
光
茶
湯
之
置
合
、
種
々
承
候
間
、
不
残
相
伝
申
候
」、「
従
珠
光
宗
珠
相
伝
之
書

也
」
と
し
て
お
り
、
珠
光
流
を
自
負
し
て
い
た
。
も
と
よ
り
、
珠
光
の
伝
な
る
も
の
は
宗

珠
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
（
あ
る
い
は
作
ら
れ
）
た
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く

も
、
梅
雪
は
そ
れ
を
伝
え
て
い
た
。
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上
述
『
数
寄
厳
之
図
』
の
奥
書
は
、「
右
茶
湯
座
敷
之
置
合
之
事
、
至
濃
州
、
梅
雪
軒

両
度
令
下
国
候
。
斎
藤
山
城
守
種
々
依
懇
望
、
後
々
下
向
之
時
、
此
一
冊
令
伝
授
者
也
。

以
彼
抄
直
ニ
令
書
写
、
進
之
候
者
也
」
と
あ
る
。
即
ち
、
恐
ら
く
天
文
末
弘
治
に
梅
雪
が

斎
藤
道
三
へ
伝
授
し
た
伝
書
を
、
所
持
し
て
い
た
稲
葉
良
通
が
転
写
し
て
、
志
野
省
巴
へ

与
え
た
。
美
濃
斎
藤
家
（
斎
藤
利
直
宗
雄
を
含
め
る
）
は
、『
清
玩
名
物
記
』
に
よ
れ
ば
、

象
水
指
・
水
次
（
紫
野
道
甘
伝
来
、
信
長
へ
）・
甕
蓋
水
覆
・
釣
舟
筏
舟
・
龍
尾
硯
な
ど

を
所
持
し
て
い
た
。
特
に
、
後
に
道
甘
舟
あ
る
い
は
大
舟
と
呼
ば
れ
る
全
長
七
寸
の
釣
舟

は
、
能
阿
彌
―
坂
東
屋
宗
珍
―
下
間
兵
庫
―
紫
野
道
甘
―
斎
藤
宗
雄
―
稲
葉
美
濃
守
、
と

伝
わ
っ
た
名
物
で
あ
る
。
都
の
茶
法
を
渇
望
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
既
に
主
家
土

岐
氏
が
、
打
曇
大
海
・
平
釜
・
半
桶
水
指
・
蟹
隠
家
蓋
置
・
虚
堂
を
所
蔵
し
て
お
り
、
茶

の
湯
に
馴
染
ん
で
い
た
と
言
え
る
。
稲
葉
良
通
も
ま
た
、
牧
谿
大
軸
遠
寺
晩
鐘
・
同
筆

叭
々
鳥
・
道
甘
舟
・
香
炉
な
ど
を
所
持
し
た
。

　
こ
の
『
数
寄
厳
之
図
』
は
、
四
畳
半
三
十
五
図
（
順
勝
手
十
九
、
逆
勝
手
十
六
）
へ
の

道
具
置
き
合
わ
せ
の
図
と
、
点
前
の
解
説
か
ら
な
る
。
そ
の
第
七
図
の
床
は
「
生
花
　
何

ニ
テ
モ
」
と
あ
る
。
梅
雪
伝
書
と
『
志
野
殿
被
仰
聞
書
』
の
比
較
は
稿
を
改
め
る
が
、『
志

野
殿
被
仰
聞
書
』
で
も
第
三
，
四
条
に
「
イ
ケ
花
」
が
見
え
、
し
か
も
「
只
の
花
」
と
は

別
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
後
の
い
わ
ゆ
る
侘
茶
で
は
、
花
は
「
入
れ
る
」
も
の

と
さ
れ
、
容
器
の
名
も
「
花
入
」
の
語
が
優
勢
と
な
る
。
し
か
し
、
花
伝
書
『
花
王
以
来

の
花
伝
書
』
に
は
、
後
の
生
花
に
相
当
す
る
花
型
が
あ
り
、
阿
彌
系
の
伝
書
に
も
「
な
げ

入
と
い
ふ
は
舟
な
ど
に
い
け
た
る
花
の
事
な
り
」（『
仙
伝
抄
　
奥
輝
の
別
紙
』）、
な
ど
と

あ
っ
て
、
花
を
「
立
て
る
」
に
対
す
る
用
語
と
し
て
、「
い
け
る
」
と
い
う
語
は
古
く
か

ら
存
在
し
た
。
ま
た
池
坊
専
応
の
伝
書
と
ほ
ぼ
同
文
の
池
坊
専
栄
の
伝
書
（
天
文
廿
年
）

で
は
、「
生
け
花
の
こ
と
、
影
な
ど
に
生
出
た
る
様
に
生
け
る
也
」
の
条
が
追
加
さ
れ
て

お
り
、『
花
ふ
』（
天
文
廿
一
年
）
に
も
、「
い
け
は
な
の
心
」
と
い
う
条
が
あ
る
。
即
ち
、

天
文
年
間
に
は
す
で
に
「
生
花
」
と
い
う
用
語
が
成
立
し
て
い
る
。『
数
寄
厳
之
図
』
の

斎
藤
道
三
へ
の
伝
授
原
本
が
天
文
末
・
弘
治
で
あ
る
と
し
て
、ま
た『
志
野
殿
被
仰
聞
書
』

原
本
が
永
禄
期
の
成
立
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
「
生
花
」
と
あ
る
こ
と
は
、
何
ら
不

審
で
は
な
い
。

　「
山
城
殿
」
は
、
付
記
の
通
り
六
角
氏
の
重
臣
進
藤
山
城
守
で
良
い
と
思
わ
れ
る
。
進

藤
貞
治
（
明
応
六
―
天
文
廿
、1497-1551

）
と
、
次
の
世
代
の
進
藤
賢
盛
（
六
角
氏
、
佐

久
間
信
盛
、
信
長
、
織
田
信
雄
に
仕
え
る
）
が
あ
り
、
時
期
的
に
は
後
者
で
あ
ろ
う
。
進

藤
貞
治
は
名
物
道
具
と
し
て
、
牧
谿
筆
鶴
龍
虎
・
同
筆
二
幅
対
（
蓮
濡
鷺
、
竹
濡
雀
）・
同

筆
栗
の
絵
・
梁
階
筆
布
袋
・
大
海
・
湯
桶
茶
入
・
咸
陽
宮
瓦
硯
、
な
ど
を
所
持
し
て
い
た
。

特
に
こ
の
「
栗
の
絵
」
は
、
細
川
晴
元
に
献
上
し
て
お
り
（『
往
古
道
具
値
段
付
』）、
江

戸
時
代
か
ら
大
徳
寺
龍
光
院
に
伝
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
云
わ
れ
て
い
る
。
進
藤
賢
盛

も
、
湯
桶
を
引
き
継
ぎ
、
牧
渓
筆
三
爪
両
枝
な
ど
を
所
持
し
て
い
た
。
但
し
、
進
藤
山
城

守
の
茶
湯
に
関
す
る
記
事
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　「
中
将
坊
」
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
仮
名
書
き
で
の
祐
乗
坊
の
誤
記
と
い

う
可
能
性
も
、
少
な
い
と
は
い
え
あ
り
う
る
。

　
挿
図
が
二
件
、
逆
勝
手
で
四
畳
半
の
図
１
と
、
八
畳
か
六
畳
と
縁
な
の
か
不
詳
で
奇
妙

な
畳
配
置
の
図
２
が
あ
る（
畳
の
区
画
線
は
元
は
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）。何
れ
も
、物

置
（
洞
庫
）
か
ら
道
具
を
出
し
て
置
き
合
わ
せ
た
図
で
あ
る
。
点
前
内
容
も
含
め
て
詳
細

は
別
稿
と
す
る
が
、
こ
の
図
で
は
「
釜
を
右
、
水
指
を
左
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
な
お
、
第
十
条
は
、
物
置
・
茶
通
・
茶
筅
置
と
い
っ
た
古
風
な
用
語
が
見
え
る
。

一
方
、
現
在
の
点
前
に
極
め
て
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
こ
の
条
文
全
体
が
永
禄
期
に

相
応
し
い
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

<21>
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な
お
、
聞
書
の
内
容
が
天
文
末
で
あ
れ
ば
、
山
城
殿
を
進
藤
貞
治
又
は
斎
藤
道
三
と
、

志
野
殿
を
志
野
宗
温
（
文
明
九
―
弘
治
三
、1477-1557

）
と
比
定
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
、
夫
れ
迄
は
遡
ら
な
い
と
感
じ
る
。

　
今
回
翻
刻
を
略
し
た
『
煎
茶
礼
要
集
』
は
、
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
織
部
か
ら
の
聞
書

を
、
守
岡
閑
栖
が
会
津
分
散
の
後
に
大
阪
長
堀
（
寛
永
二
年
開
削
）
で
書
き
立
て
た
も
の

が
原
本
で
あ
り
、
そ
の
口
書
を
書
い
た
僧
（
昌
堯
）
が
正
保
二
年
に
再
度
纏
め
た
も
の
と

い
う
。
会
津
の
分
散
と
は
、
上
杉
の
転
封
（
慶
長
六
年
）、
蒲
生
忠
郷
没
後
の
無
嗣
改
易

（
寛
永
四
年
）、
加
藤
明
成
の
領
地
返
上
の
改
易
（
寛
永
二
十
年
）
等
の
可
能
性
が
あ
り
、

い
ず
れ
か
は
定
か
で
な
い
。
内
容
紹
介
は
別
の
機
会
と
す
る
。

　
　
　
凡
例
凡
例
凡
例
凡
例
凡
例

一
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
句
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
併
記
で
は
中
黒
を
用
い
る
。

二
、
底
本
は
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
で
あ
る
。
漢
字
は
通
行
字
体
を
用
い
て
翻
刻
す
る
。
濁

点
は
底
本
に
あ
る
も
の
の
み
を
そ
の
ま
ま
記
す
。

三
、
全
体
で
十
箇
条
で
あ
る
。
箇
条
の
番
号
を
付
す
。
第
十
条
は
、
長
文
で
あ
る
の
で
、

内
容
に
応
じ
て
小
箇
条
分
け
し
て
行
を
改
め
、
か
つ
小
箇
条
番
号
を
付
し
た
。

四
、『
志
野
殿
被
仰
聞
書
』
の
翻
刻
の
前
に
、『
煎
茶
礼
要
集
』
の
目
次
と
最
後
の
部
分
、

そ
の
後
の
四
箇
条
を
添
え
る
。

五
、
丁
変
わ
り
を
、（
丁
数
）（
オ
・
ウ
）」
の
形
式
で
与
え
る
。

六
、
末
尾
に
参
考
の
た
め
、
翻
刻
部
分
の
丁
の
図
を
収
め
た
。

   

﹇
本
文
翻
刻
﹈

﹇
本
文
翻
刻
﹈

﹇
本
文
翻
刻
﹈

﹇
本
文
翻
刻
﹈

﹇
本
文
翻
刻
﹈

    

煎
茶
礼
要
集
目
録

貴
人
ヘ
御
茶
上
ル
次
第
之
事

従
貴
人
御
茶
被
下
次
第
之
事

同
輩
之
衆
時
之
次
第
之
事

鎖
間
之
次
第
之
事

風
炉
之
茶
次
第
之
事

台
子
之
次
第
之
事

茶
立
時
之
次
第
之
事

万
覚
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
オ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ウ
」

   
（
以
下
、
三
十
一
丁
表
ま
で
翻
刻
中
略
）

一
　
釜
敷
ノ
紙
ハ
、
十
枚
重
テ
四
ニ
折
。
長
サ
五
寸
三
分
、
ハ
ゞ
四
寸
五
分
也
。

一
　
茶
巾
ノ
寸
ハ
、
巾
七
寸
ニ
裁
、
布
目
ヲ
直
シ
縫
立
六
寸
也
。
平
縫
ナ
リ
。
但
シ
、
西

<22>
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ノ
方
ヘ
端
ヲ
折
テ
縫
也
。
長
ハ
布
巾
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
尺
五
分
　
　
八
寸
五
分

一
　
フ
ク
サ
ノ
寸
ハ
廿
三
目
、
横
十
九
目
ニ
シ
テ
能
由
ニ
候
。

一
　
釣
舟
ノ
折
釘
ハ
、
床
ノ
落
ガ
ケ
ノ
中
墨
ヨ
リ
二
分
下
ニ
打
也
。
床
ノ
方
ニ
打
也
。
ク

サ
リ
一
有
方
ヲ
出
舟
ト
云
也
。
二
有
方
ヲ
ト
モ
ト
云
也
。
朝
ハ
出
舟
、
晩
ニ
ハ
入
舟

ト
掛
ル
也
。

右
条
々
、
守
岡
閑
栖
老
、
自
二

織
部
殿
一

直
伝
之
由
ニ
候
而
、
此
書
物
ヲ
会
津
分
散

之
後
、
於
二

大
坂
長
堀
一

被
書
立
候
也
。
口
書
ハ
拙
僧
仕
候
故
、
写
取
也
。
併
聚
類

事
、
後
予
私
ニ
分
テ
書
也
。
正
保
乙
酉
歳
中
ニ
出
来
仕
候
也
。

             

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        

　 

　
　
　
　
　
　
　
31
ウ
」

一
　
天
目
ノ
土
色
ハ
、
黒
ハ
上
、
青
ハ
中
ノ
下
、
白
ハ
下
ノ
下
也
。

一
　
天
目
ニ
テ
モ
茶
碗
ニ
テ
モ
、
次
テ
悪
ハ
、
蟹
ノ
足
ヲ
鍋
ニ
入
レ
、
天
目
ヲ
入
レ
、
水

一
盃
入
、
煎
シ
候
得
ハ
離
ル
ゝ
也
。

一
　
茶
巾
ヨ
ゴ
レ
候
ハ
ゝ
、
カ
タ
カ
ケ
ニ
テ
湯
ニ
テ
モ
水
ニ
テ
モ
、
能
々
洗
候
テ
、
釜
ノ

上
ニ
ナ
リ
ト
モ
、
又
、
客
有
ハ
カ
タ
カ
ケ
ニ
ホ
ス
ベ
シ
。

　
　
　
　
　 

―
宗
信

　
　
　
　
　
志
野
殿
被
仰
聞
書

１
一 

長
板
ハ
一
尺
二
寸
。
此
置
様
、
屏
風
之
間
長
板
ノ
後
五
寸
計
。
屏
風
ノ
方
ハ
タ
ゝ

ミ
ノ
縁
リ
ホ
ト
、
塵
落
ヲ
可
置
也
。
其
先
ハ
タ
ゝ
ミ
ノ
縁
リ
ノ
キ
ワ
迄
有
様
ニ
可

置
也
。
其
分
心
得
テ
長
板
ヲ
拵
ヘ
シ
。
又
、
台
子
ノ
後
ノ
置
様
モ
同
前
也
。

２
一 

台
子
ノ
時
、
柄
杓
立
・
水
覆
有
時
ハ
、
水
覆
シ
計
前
ヘ
少
引
寄
テ
、
茶
ヲ
立
ベ
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
32
オ
」

３
一 

床
ノ
中
ニ
花
ヲ
イ
ケ
テ
不
苦
也
。
又
、
ワ
キ
ニ
イ
ケ
花
モ
不
苦
也
。
但
、
ワ
キ
ハ

茶
ノ
湯
ノ
方
ヨ
リ
向
ノ
ワ
キ
ノ
事
也
。
茶
ノ
湯
ノ
時
、
梅
雪
ハ
イ
ケ
花
ヲ
取
ト
被

申
候
。
但
、
志
野
殿
ハ
イ
ケ
花
モ
只
ノ
花
モ
取
ラ
ス
シ
テ
、
御
茶
ヲ
可
レ
シ
ト

立
被
仰

候
也
。

４
一 

掛
物
ノ
絵
ニ
草
花
有
時
ハ
、
イ
ケ
花
ハ
斟
酌
有
ベ
シ

５
一 

水
覆
計
釜
ノ
ワ
キ
ニ
置
時
ハ
、
前
ヘ
少
引
寄
テ
、
平
置
ノ
時
モ
如
此
茶
ヲ
立
ヘ
シ
。

６
一 

梅
雪
ハ
、
茶
湯
ニ
平
置
ノ
時
、
茶
杓
ヲ
タ
ゝ
ミ
ニ
置
ト
云
。
志
野
殿
ハ
畳
ニ
置
事

有
間
敷
ト
被
仰
候
事
。

　
　 

　
江
州
ノ
進
藤

７
一 

山
城
殿
ハ
、
御
茶
湯
ニ
ハ
物
置
ニ
台
天
目
ニ
四
色
御
置
候
ハ
、
天
目
ノ
中
ニ
茶
巾

ヲ
入
、
其
上
ニ
小
ツ
ボ
ヲ
袋
ニ
入
テ
御
置
候
。
台
ノ
縁
ニ
茶
杓
・
茶
筅
ヲ
重
テ
御

置
キ
候
。
志
野
殿
ハ
、
茶
巾
ト
茶
筅
ト
有
間
敷
由
被
仰
候
。
茶
筅
・
茶
巾
ハ
茶
筅

置
ニ
飾
ヘ
シ
ト
被
仰
候
。
尤
、
小
ツ
ホ
ノ
台
ハ
物
置
ニ
有
ヘ
キ
物
也
。
　
　
　
　

　
　
　
　           

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
32
ウ
」

８
一 

中
将
坊
ノ
相
伝
ハ
、
先
座
ニ
ハ
風
炉
ニ
釜
ヲ
カ
ケ
、
火
ヲ
置
候
テ
水
サ
シ
計
置
申

候
ナ
リ
。
茶
ヲ
立
申
時
、
物
置
ヨ
リ
取
出
シ
候
也
。
物
置
ニ
飾
置
図
如
此
也
。

９
一 

薄
茶
ノ
時
、
物
置
ヨ
リ
取
出
シ
飾
テ
、
前
ヨ
リ
釜
ト
水
サ
シ
ハ
有
也
。
先
、
水
サ

シ
ニ
水
八
分
入
候
テ
、
釜
ノ
ワ
キ
ニ
置
。
其
後
、
風
炉
ニ
火
ヲ
置
添
テ
、
扨
、
羽
箒

ニ
テ
釜
ノ
上
ヲ
払
、
又
一
枚
板
ヲ
モ
払
也
。
扨
、
釜
ヲ
風
炉
ニ
置
候
テ
、
水
ヲ
サ
ス

也
。
其
後
炭
取
ヲ
物
置
ヘ
入
置
也
。
風
炉
ノ
前
ヘ
取
出
シ
置
時
如
此
也
。

10
一 
１ 
物
置
ヨ
リ
茶
ツ
ウ
ヲ
取
出
、
先
ツ
サ
イ
ヲ
越
テ
置
也
。

　
２ 

其
後
、
柄
杓
・
蓋
置
ヲ
同
所
ニ
置
ナ
リ
。
又
、
茶
筅
置
ヲ
取
出
シ
、
サ
イ
ノ
キ
ワ

<23>



『志野殿被仰聞書』（竹幽文庫蔵）―孤本茶書―Vol. 2 No. 1 55

ニ
置
也
。

　
３ 

扨
、
水
覆
ヲ
サ
イ
ノ
キ
ワ
ニ
置
。

　
４ 
扨
、
釜
ノ
前
ヘ
居
直
リ
テ
、
先
、
茶
通
ヲ
取
ソ
ロ
／
＼
ト
蓋
ヲ
拭
テ
、
手
桶
ノ
前

ニ
置
、

　
５ 

扨
、
茶
セ
ン
置
ヲ
釜
ノ
前
ヘ
取
出
シ
テ
、
先
ツ
茶
杓
ヲ
フ
ク
サ
ニ
テ
崎
ヲ
拭
、
又

本
ヲ
拭
テ
茶
通
ノ
上
ニ
置
也
。

　
６ 

扨
、
柄
杓
ヲ
手
ヘ
取
、
左
ノ
手
ニ
置
持
テ
、
フ
ク
サ
ヲ
右
ニ
取
テ
釜
ノ
蓋
ヲ
取
テ
、

蓋
置
二
33
オ
」
置
也
。

　
７ 

扨
、
茶
筅
ノ
下
ニ
有
茶
巾
ヲ
取
テ
、
釜
ノ
蓋
ニ
置
テ
、
茶
筅
ヲ
取
直
シ
、
其
後
柄

杓
ヲ
取
テ
湯
ヲ
入
、
扨
、
柄
杓
ヲ
釜
ニ
置
也
。

　
８ 

其
後
、
茶
筅
ニ
テ
三
度
廻
シ
テ
、
扨
、
振
也
。

　
９ 

扨
、
茶
ワ
ン
ヲ
茶
通
ヨ
リ
内
ノ
方
ニ
置
、
其
後
両
手
ニ
テ
卒
ト
湯
ヲ
廻
テ
、
水
覆

ヘ
ス
ツ
ル
ナ
リ
。

　
10 

扨
、
茶
通
ヲ
取
テ
蓋
ヲ
傍
ニ
置
テ
、
茶
ヲ
一
ス
ク
イ
入
、
茶
碗
ノ
縁
ニ
テ
卒
ト
一

度
扣
テ
、
其
後
、
茶
通
ノ
蓋
ヲ
シ
テ
置
ナ
リ
。

　
11 

扨
、
柄
杓
ヲ
取
、
湯
ヲ
汲
テ
、
茶
碗
ニ
湯
ヲ
皆
入
也
。

　
12 

其
後
、
茶
筅
ニ
テ
振
テ
、
扨
、
茶
筅
ヲ
茶
通
ト
茶
碗
ト
ノ
真
中
ニ
置
テ
、
扨
、
水

指
ノ
蓋
ヲ
取
テ
、
如
常
ニ
置
也
。

　
13 

扨
、
柄
杓
ヲ
取
、
水
ヲ
汲
テ
茶
碗
ヘ
入
、
半
分
残
ル
水
ヲ
釜
へ
入
テ
、
扨
テ
湯
ヲ

汲
テ
茶
碗
ニ
入
テ
、
柄
杓
ヲ
釜
ノ
上
ニ
置
也
。

　
14 

扨
、
茶
筅
ヲ
取
テ
、
如
常
振
也
。
扨
、
茶
筅
ヲ
茶
通
ノ
ワ
キ
ニ
置
也
。

　
15 

扨
、
御
茶
ヲ
参
ス
ル
也
。

　
16 

其
後
、
茶
碗
来
リ
候
時
、
柄
杓
ヲ
取
リ
、
釜
ノ
湯
ヲ
汲
テ
茶
碗
ニ
入
テ
、
柄
杓
ヲ

釜
ノ
口
ニ
置
也
。

　
17 

扨
、
片
手
ニ
テ
取
テ
、
両
ノ
手
ニ
テ
一
振
フ
リ
テ
、
水
ヲ
ス
ツ
ル
也
。

　
18 

扨
、
片
手
ニ
テ
釜
ノ
前
ニ
置
也
。
幾
度
モ
如
此
。

　
19 

但
、
薄
茶
過
テ
納
ル
時
ハ
、
柄
33
ウ
」
杓
ヲ
取
リ
、
湯
ヲ
汲
テ
茶
碗
ニ
入
テ
、
片

手
ニ
テ
取
、
両
手
ニ
テ
卒
ト
一
度
振
テ
、
水
覆
ヘ
片
手
ニ
テ
ス
ツ
ル
也
。

　
20 

扨
、
釜
ノ
前
ニ
又
置
テ
、
湯
ヲ
汲
テ
茶
碗
ヘ
入
、
柄
杓
ヲ
釜
ノ
口
ニ
置
テ
、
又
茶

筅
ヲ
茶
碗
ノ
湯
ヘ
入
、
二
度
振
ス
ゝ
キ
テ
、
扨
、
茶
道
（
マ
マ
）
ノ
キ
ワ
ニ
置
テ
、

茶
碗
ヲ
片
手
ニ
取
、
両
ノ
手
ニ
テ
廻
テ
ス
ツ
ル
也
。

　
21 

扨
、
釜
ノ
前
ニ
置
テ
、
乱
タ
ル
茶
巾
ヲ
タ
ゝ
ミ
テ
置
テ
、
扨
、
茶
筅
ヲ
其
上
ニ
置
、

茶
杓
ヲ
両
方
ノ
茶
碗
ノ
縁
ニ
置
也
。

　
22 

扨
、
此
茶
筅
置
ヲ
茶
通
ト
釜
ト
ノ
間
ニ
並
テ
置
也
。

　
23 

扨
、
釜
ヘ
水
ヲ
サ
シ
テ
、
柄
杓
ヲ
左
ノ
手
ヘ
渡
テ
、
釜
ノ
蓋
ヲ
ス
ル
也
。
扨
、
蓋

置
ニ
柄
杓
ヲ
置
也
。

　
24 

其
後
、
物
置
ヘ
茶
通
ヲ
入
ナ
リ
。
又
、
茶
筅
置
モ
物
置
ヘ
入
ナ
リ
。
其
後
、
水
覆

モ
物
置
ヘ
入
也
。

　
25 

扨
、
蓋
置
ト
柄
杓
ハ
、
サ
イ
ギ
ワ
ニ
置
也
。
但
、
是
モ
物
置
ヘ
入
事
モ
有
。

　
26 

其
後
、
水
覆
ヲ
垣
ノ
方
ヘ
向
テ
、
立
手
ノ
後
ヲ
面
ヘ
廻
シ
テ
持
テ
出
テ
、
カ
タ
ア

ケ
ニ
テ
水
ニ
テ
能
々
洗
テ
、
少
水
ヲ
残
テ
、
廻
リ
ニ
露
ヲ
置
テ
、
物
置
ニ
モ
置
也
。

　
27 

扨
、
炭
取
ヲ
持
テ
出
テ
、
如
常
火
ヲ
置
也
。
　
　
　  

　
　
　
　
　
　 

34
オ
」

（
図
１
　
床
　
物
置
也
）　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
34
ウ
」

（
図
２
　
床
　
右
ハ
同
薄
茶
ノ
時
物
置
ヨ
リ
取
出
シ
飾
事
如
此
也
）　
　
　
　
　
35
オ
」

<24>
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<25>

図
１
　
三
十
四
丁
裏

図
２
　
三
十
五
丁
表

・
三
十
六
丁
表

　
　
書
き
損
じ

『
山
上
宗
二
記
』

　
織
部
改
修
本
か

31
ウ

32
オ

32
ウ
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<26>

33
オ

33
ウ

34
オ


